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生体透過性の高い近赤外光をトリガーとした光照射による放出が可能なドラックデ
リバリーシステム（DDS）の構築が求められている。そこで、近赤外光照射により
高効率で発熱する性質を有する単層CNTに注目が集まっている。しかし、生体分散
安定性と生体適合性に優れる単層CNTの修飾法が未開拓であり、開発が進んでいな
かった。そこで生体分散安定性と生体適合性に優れる単層CNT分散法として九州大
学で開発されたゲル被覆法を施した単層CNTを用いたDDSの構築を目的とした。

実験
Experimental

ゲル被覆単層CNTは既報に従い、界面活性剤分散単層CNT中にモノマーであるイソ
プロピルアクリルアミド（NIPAM)およびポリエチレングリコールメタクリレート
（PEGMA)、架橋剤とラジカル重合開始剤（APS）を添加し、重合を行った。薬剤
としては代表的な抗がん剤であるDOXを用いた。

結果と考察
Results and Discussion

得られたゲル被覆単層CNT溶液をろ過することで界面活性剤を除去した。界面活性
剤除去後においても溶液には凝集が無く、極めて安定に分散していたことから、単
層CNTにゲルが被覆されていることを確認した。さらに近赤外発光分光測定を行っ
たところ、単層CNTからの明瞭な発光が観察されたためにゲルで被覆された単
層CNTはバンドルを形成せず孤立分散状態であることを確認した。得られたゲル被
覆単層CNTにDOXを添加し、ろ過によりフリーのDOXを除去した後に、吸収測定
を行ったところDOXのピークが観察され、DOXの担持が示唆された。近赤外発光
分光測定の結果、DOXの発光が微弱であったことから、発光がクエンチしているこ
とも示唆された。
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